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第
３
期
計
画
の
将
来
像

　

第
３
期
計
画
は
、第
２
期
の「
一
人
ひ

と
り
の
意
志
・
意
欲
の
尊
重
」「
地
域
ぐ

る
み
・
市
民
ぐ
る
み
で
の
育
み
」を
継
承

し
な
が
ら
、平
成
27
年
に
お
け
る
高
齢

者
の
姿
を
念
頭
に
置
き「
高
齢
者
一
人

ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、互
い

に
支
え
あ
い
、安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
」を
将
来
像
と
し
ま
す
。

区  分 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

第1号被保険者 3,284人 3,476人 3,798人 4,138人 4,471人 4,802人 5,177人 5,646人 6,090人 6,571人

65～ 74歳 626人 719人 828人 940人 1,051人 1,176人 1,283人 1,446人 1,608人 1,776人

75歳以上 2,658人 2,757人 2,970人 3,198人 3,420人 3,626人 3,894人 4,200人 4,482人 4,795人
第2号被保険者
(40～64歳)

189人 231人 256人 275人 300人 321人 350人 369人 392人 410人

計 3,473人 3,707人 4,054人 4,413人 4,771人 5,123人 5,527人 6,015人 6,482人 6,981人

介護予防実施後の計 ―― 3,707人 4,020人 4,264人 4,423人 4,719人 5,102人 5,574人 6,017人 6,493人

◆認定者数の推計（年齢階層・年度別） （表3）

区  分 18年度 19年度 20年度

居宅サービス 24億8,771万2千円 28億352万4千円 30億8,932万3千円 
施設サービス 26億1,021万4千円 28億3,244万2千円 32億1,228万9千円 
高額介護サービス費 7,866万4千円 8,701万1千円 9,412万1千円 
審査支払手数料 759万1千円 832万3千円 894万7千円 

計 51億8,418万1千円 57億3,130万円 64億468万円 
対前年度比 14.2% 10.6% 11.7%
地域支援事業費 2,600万円 1億3,100万円 1億9,100万円 

合計 52億1,018万1千円 58億6,230万円 65億9,568万円 
対前年度比 14.6% 12.5% 12.5%

◆給付費の推計 （表1）

介
護
保
険
は「
支
え
合
い
」

　

介
護
保
険
制
度
は
、介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
、で
き
る
だ
け
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
全
体

で「
支
え
合
う
」も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

介
護
が
必
要
な
方
の
増
加
を
見
込
み
な

が
ら
、高
齢
者
が
必
要
な
と
き
に
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
を「
確
保
」し

つ
つ
、良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る「
体
制
づ
く
り
」に
取
り
組
み
ま
す
。

利
用
者
は
５
年
で
倍
増

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
認
定

者
数
は
年
々
増
加
し（
表
３
）、第
１
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
の
初
年
度（
平
成
12
年
度
）の
１

千
８
８
０
人
か
ら
、第
２
期
計
画
の
初

年
度（
15
年
度
）の
２
千
８
２
６
人
と
３

年
間
で
50
％
増
、26
年
度
に
は
６
千
４

９
３
人
が
要
介
護
者
認
定
を
受
け
る
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、市
の
人

口
の
約
24
人
に
一
人
に
当
た
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
を
充
実

　

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
の
介
護
サ

区  分
17年度 18年度 19年度 20年度

施設数定員数 施設数 定員数 施設数 定員数 施設数 定員数
特別養護
老人ホーム 5 303人 6 393人 6 443人 6 443人

介護老人
保健施設 2 200人 2 200人 2 200人 3 300人

介護療養型
医療施設 4 349人 4 349人 4 349人 4 349人

合計 11 852人 12 942人 12 992人 13 1,092人

◆介護保険施設整備の計画 （表2）

ー
ビ
ス
の
利
用
実
績
と
、介
護
保
険
に

関
す
る
意
識
調
査（
17
年
１
月
実
施
）で

の
利
用
者
の
意
向
や
動
向
な
ど
に
基
づ

き
、18
年
度
か
ら
20
年
度
の
介
護
サ
ー

次
期
計
画
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

介
護
介
護
介
護
保
険
は

保
険
は

保
険
は

予
防
予
防
予
防
重
視
重
視
重
視
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皆さんの保険料は介護保険の大切な財源です

　第3期計画では、原則として50％を国・県・市が負担し、31％を第2
号被保険者（40歳～64歳の方）、19％を第1号被保険者（65歳以上の
方）が負担していただくことになります。しかし、調整交付金の5％
は、市町村の高齢者の所得状況や75歳以上の高齢者人口などで変わ
るもので、狭山市の調整交付金割合は0.91％です。このため0.91％を
除いた4.09％は、第1号被保険者の保険料で賄うことになり、23.09％
（19％＋4.09％）を負担していただくことになります。

調整交付金（国）0.91％ (全国平均は5％）
狭山市は75歳以上の後期高齢
者数が全国平均より少なく所
得が高いため、交付金は0.91％

国庫負担金20％

【施設サービス15％】

県負担金12.5％

【施設サービス17.5％】

市負担金12.5％

第1号被保険者23.09％(全国平均は19％）
調整交付金（国）の不足分を
含むため第1号被保険者の
負担割合は23.09％

第2号被保険者31％
全国の健康保険組合から
保険料を徴収し、各市町
村に31％分を納付

ビ
ス
量
と
給
付
費
を
見
込
む
と
表
１
の

よ
う
な
増
加
傾
向
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
予
測
を
踏
ま
え
、居
宅
サ
ー
ビ
ス

は
、サ
ー
ビ
ス
量
を
適
切
に
確
保
す
る

こ
と
を
目
指
し
、介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
、ま
た
、安
心
し
て

在
宅
で
介
護
が
受
け
ら
れ
る
環
境
に
向

け
た
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス

は
、入
所
希
望
状
況（
17
年
９
月
末
現

在
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
申
込

者
は
５
４
０
人
）と
保
険
料
へ
の
影
響

を
考
慮
し
、第
３
期
計
画
で
は
引
き
続

き
介
護
保
険
施
設
を
整
備（
表
２
）し
、

入
所
待
機
者
の
減
少
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

向
上
に
努
め
ま
す

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
、高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、市
民
皆
さ
ん
の
活
発
な
活
動
と

地
域
の
支
援
、そ
し
て
、事
業
者
の
活
力

の
も
と
で
、市
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

向
上
に
努
め
ま
す
。そ
し
て
、高
齢
者
の

「
元
気
づ
く
り
」や「
安
心
づ
く
り
」に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
高
齢
介
護
課
へ
内
線
１
５
５
１ 

基準月額は467円増額の3,422円に（試算値）

　第3期計画の要介護認定者数の増加などでの居宅サービス利用の増大や、
特別養護老人ホームのニーズに対応した基盤整備などを踏まえ、平成18年度
から20年度までの介護保険料を試算すると、月額3,708円になります。この保
険料を軽減するために、保険料の余剰金などを積み立てた基金から､3億円を
繰り入れると、基準月額は3,422円で、第2期の2,955円から467円増額していま
す。なお、低所得者の負担軽減を図るため保険料の段階は5段階から7段階に
変更されます。介護保険料は、額が確定した後、改めてお知らせします。

【 】

介護保険料は給付費を基に算定

【 】

【 】

◆介護保険の財源内訳


